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江府町の人口

（11月30日現在）

世帯数1345世帯
人　口　も158人
（前月比　7人増）

（男）ひ16
（女）ぴ42

出　生　　4
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新
春
披
帝
に
向
け
て
練
習

荒
神
神
楽
明
神
社

11）亡ヨ昭和56年12月25日発行

九五・㌧、ん．▲　■■■■■■hh

久
方
の
天
の
八
重
雲
蓮
み
わ
け
て
－
な
ど

舞
い
の
歌
を
背
景
に
力
強
く
、
雄
大
な
見
せ

場
を
演
ず
る
県
無
形
文
化
財
の
荒
神
神
楽
を

受
け
継
ぐ
下
蚊
屋
の
荒
神
神
楽
明
神
社
（
越

峠
裏
道
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
は
、
新
春
披
露

を
前
に
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

太
鼓
の
タ
ン
、
タ
ダ
ア
ー
ン
と
腹
に
響
く

よ
う
な
昔
、
か
け
声
、
歌
な
ど
と
と
も
に
演

技
に
熟
が
入
り
、
間
断
な
く
悲
喜
こ
も
ご
も

し
た
舞
い
と
さ
ら
に
勇
壮
な
舞
い
な
ど
多
彩

に
盛
り
込
ま
れ
、
情
感
が
一
つ
一
つ
動
作
に

表
わ
れ
る
。

「
さ
あ
新
年
は
、
心
機
一
転
で
が
ん
ば
る

ぞ
」
と
グ
ル
ー
プ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

る
。

▲
練
習
に
励
む
明
神
社
の
メ
ン
バ
ー
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肉
用
牛
飼
育
の
合
理
化
に
見
通
し

放
牧
試
験
に
好
成
績

報町府江

町
で
は
、
か
ね
て
か
ら
肉
用
牛
飼

育
形
態
の
改
善
策
を
検
討
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
ら
し
い
政
策
と
し
て
、
長

期
的
放
牧
に
よ
る
合
理
的
管
理
で
飼

育
農
家
を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

六
年
度
か
ら
三
か
年
継
続
で
「
肉
用
牛

放
牧
運
営
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
町
農
協
に
委
託
し
て
試

験
的
に
放
牧
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
牛
の
時
か
ら
出
産
ま
で

一
貫
し
て
放
牧
飼
育
を
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
牛
舎
で
の
飼
育
期
間
を
大
幅

に
縮
め
、
畜
産
農
家
の
手
間
や
飼
育
経

費
を
少
を
く
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

今
年
度
の
試
験
は
、
下
蚊
屋
地
区

の
爪
菜
沢
放
牧
場
を
利
用
し
、
越
峠

京
遺
さ
ん
（
下
蚊
屋
）
ら
八
人
が
こ

の
春
導
入
し
た
生
後
七
か
月
の
和
牛

千
十
九
頭
（
繁
頼
雌
牛
）
を
五
月
下

旬
か
ら
十
一
月
上
旬
ま
で
試
験
放
牧

を
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
栄
養
状
態
や
発
育
状
況
、

衛
生
対
策
な
ど
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま

す
と
、
一
頭
平
均
体
高
は
二
　
二
二

式
、
体
重
八
七
・
五
㌔
増
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
県
経
済
連
の
進
め
て

い
る
同
じ
試
験
の
五
十
四
年
十
二
月

か
ら
五
十
五
年
十
二
月
ま
で
の
一
年

間
で
、
体
高
一
〇
二
一
斉
、
体
重
七
九
・

三
㌔
に
比
べ
ま
す
と
、
試
験
で
の
好
調

を
発
育
状
態
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
放
牧

の
大
敵
と
い
わ

れ
る
ピ
ロ
プ
ラ

ズ
マ
　
（
ダ
ニ
に

よ
る
発
熱
）
　
は
、

定
期
検
査
と
予

防
が
効
果
を
上

げ
同
病
に
よ
る

ト
衛
生
検
査
を
受
け
る
子
牛

の
と
変
ら
ぬ
発
育

を
示
し
て
い
ま
す
。

好
成
績
だ
っ
た

の
は
、
・
導
入
か
ら

入
牧
ま
で
舎
外
に

つ
な
い
だ
・
毎
日

の
看
視
が
行
き
届

い
た
・
導
入
後
に

衛
生
検
査
を
十
回

行
っ
た
・
濃
厚
飼
料

の
増
飼
い
が
適
切

だ
っ
た
・
よ
く
育

っ
た
牧
草
が
豊
富

に
あ
っ
た
こ
と
を
ど

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

下
牧
は
一
頭
だ
け
で
し
た
。
ま
た
、

人
工
授
精
も
九
頭
中
七
頭
済
ま
せ
て

お
り
、
残
る
二
頭
も
十
二
月
い
っ
ぱ
い

で
終
え
る
予
定
で
、
牛
舎
飼
育
の
も

町
で
は
試
験
が
好
成
績
だ
っ
た
た

め
、
来
年
度
は
さ
ら
に
入
牧
頭
数
を

増
や
し
、
管
理
体
制
を
強
め
る
方
針

に
し
て
い
ま
す
。

●　一　　一▲l一　　　一

▲放牧飼育試験を終え下牧する子牛

総
平
均
　
3
2
万
円

1
1
月
期
子
牛
せ
り
市

十
一
月
二
十
五
日
、
十
一
月
期
の

子
牛
せ
り
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。

出
場
し
た
の
は
、
一
四
八
頭
。
総

平
均
は
、
三
一
万
九
千
円
と
九
月
期

よ
り
も
二
万
六
、
六
六
五
円
安
値
で

し
た
。

江
尾
市
場
の
結
果
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

出 頭 最 高 最 低 平均

メス
頭 千円 千円 千円

7 1 860 161 424

オス 3 224 144 190

去勢牛 74 32 3 120 223

総平均　318，574円

町
長
日
誌

＊
1
1

1
［
ロ
H
H

2
日
H
H

3
日
㈹

4
日
水

5
日
・
不

6
日
勃

7
口
］
・
L

8
R
二
日

9
R
H
月

10
日
㈹

1
1
日
0
0

12
日
㈹

1
3
日
働

1
4
日
㈹

1
5
日
㈲

16
日
㈲

1
7
日
㈹

1
8
日
㈹

日
‥

参
議
院
地
方
選
出
議
員

補
欠
選
挙

在
勤

南
大
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
十
周
年
記
念
式

（
日
野
町
）
、
江
府
中

学
校
吹
奏
楽
定
期
演
奏

会日
南
野
菜
試
験
場
し
ゅ

ん
工
式

放
牧
牛
収
牧
検
討
会

臨
時
町
議
会

職
員
研
修
会

全
国
自
然
休
者
村
会
議

（
東
京
）

町
慰
霊
祭

西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

御
机
大
根
組
合
総
会
、

農
林
事
業
入
札

五
十
七
年
度
町
予
算
編

成
説
明
会
、
日
立
製
作

所
役
員
来
庁

第
二
共
同
簡
易
水
道
水

神
奉
祭
式

町
内
P
T
A
バ
レ
ー
大

会俣
野
川
発
電
所
定
礎
式

在
勤

町
商
工
会
二
十
周
年
記

念
式
、
N
H
K
町
政
取
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江　　府　　町　　報

このようなことが奉りました

1981年をふりかえる

1月

消防出初め式。

遠距離通学生65人が寄宿舎生活スタート。

柿原冬季分校開校。生徒は4人。

県中学校総体スキー大会で江府中学校

が6連勝。

成人式並びに高齢者顕彰式が行われ、

75人が大人の仲間入りをした。

町民総合運動場造成工事に着手。

2月

町同和教育研究集会を開催。

姉妹町である西ノ島町の児童と青年団

が親善交歓会に訪れる。

3月

選挙公報の発行に関する条例制定。条

例制定は県下で7番目、発行は西部地

区で最初。

俣野川発電所建設に伴い、池の内地区

に俣野警察官駐在所が完成。

部落経営基金制度を創設。

江府町報縮刷版の発刊。

電源立地促進対策交付金と農業構造改

善村落特別対策事業で、

日の詰集会所（総事業費25胴7千円）が

∴二三　　三l二　三

4月

町道佐川線が完成。

一
町
道
佐
川
線
の
完
成
を
祝
い
、

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

一般会計予算26億帥00万円でスター・ト。

消防団長に田口茂さんを任命。

5月

町慰霊塔合面巳者銘碑が完成。

本五地内地区道路及び地区広場（497平

方㍍）が完成。

6月

江府町議会議員一般選挙及び江府町長

選挙執行。投票率は96．0㌫。

江府町軍歴誌を発刊。

7月

日交バスの米子から大阪直行

便がスタート。

町観光協会定期総会で町観光

コースを設定。

第36回郡民体育大会で総合優

勝。

第33回山陰少年庭球選手権大

会を開催。237チームが参加。

農業委員会委員が決まる。（任

期3か年）

改める。また、企画室に周辺整備係を新設。

町民総合運動場造成工事が完了し、仕

上工事に着手。

ダム建設地点の仮排水路が完成し、俣

野川の本流がわかる。

10月

し尿汲耶り料金が113円に値上げ。

町農協神奈川支所及び籾共同乾燥調製

施設が完成。

白住大橋新設工事に着手。

8月

2万人の人でにぎわったミ江尾十七夜ミ。

第28回町畜産品評会を開催。32頭出場。

9月

小原・杉谷地区、国民宿舎山荘甘酒茶

屋に小型消防ポンプを交付及び配備す

る。

交通安全母の会総会を開催。

選挙人名簿登録者は4，059人。昨年よ

り134人増加。

町の機構改革により土木課を建設課に

一
完
成
し
た
農
協
神
奈
川
支
所

11月

参議院地方選出議員補欠選挙執行。投

票率は86．65㌫。

俣野川発電所で定礎式。

俣野川発電所建設工事関連の代替施設

として新県道が開通。総延長4，369㍍、

全幅員7㍍、総工費約40億円。

第二共同簡易水道に水神さんを奉祭。

町民総合体育館新築工事に着手。

12月

し尿処理施設増設工事に着手。総工費

39，327万円。

欠員中の民生委員に藤原一氏（俣野）

が厚生大臣から委嘱される。

材1
9
日
㈹
在
勤

2
0
日
励
郡
内
高
齢
者
学
級
（
日

輪
閣
）

2
1
日
比
三
町
衛
生
施
設
組
合
定

例
議
会
（
日
南
町
）

2
2
日
㈲
洲
河
崎
神
社
遷
宮
、
町

内
バ
レ
ー
大
会
、
結
婚

式犯
日
㈲
新
町
一
丁
日
野
菜
品
評

会2
4
日
㈹
中
電
岡
村
取
締
役
来
庁

2
5
日
㈹
久
連
役
員
来
庁

26
日
㈱
俣
野
川
発
電
所
建
設
関

連
付
替
県
道
開
通
式
、

公
団
建
設
部
長
来
庁

2
7
日
働
川
筋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

謂
江
尾
通
勤
会

3
0
日
㈱
日
野
土
地
改
良
推
進
協

議
会
総
会
、
企
画
事
業

入
札
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江　　府　　町　　報

塩分1回19

血圧の高い人に適した「みそ汁

の塩分濃度」は、多くても1日2

9以内（2回分）です。次の献

立は塩分1g　として作ったもの

です。お試し下さい。

〈材料〉　　　〈5人前分．王達〉

干わかめ　　　　　5g　　えのき茸　　　509

味　　噌　　　　　40g　　せ　　り　　　少々

（大さじすりきれ3）

だ　　し　　　　　750C．C．

※汁わん8分日の分適で1gの塩分をとる．汁

算にそります。

※だしに化学調味料を使用しますと塩分が高

くなりますので注意しましょう。

図①　みそ汁の塩分測定結果結
果
を
五
十
四
年
と
五
十
六
年
と
比
較

し
ま
す
と
図
①
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
の
集
計
で
す
か
ら
件
数
も
少
を

く
、
一
人
の
値
で
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
五
十
四
年
度
よ
り
五
十

六
年
度
の
方
が
測
定
値
が
低
く
な
っ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

た
だ
二
番
大
切
な
こ
と
は
塩
分
は
少

な
く
て
も
摂
耶
量
が
多
け
れ
ば
一
日
に

の
予
防
効
果
が
あ
る
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
そ
汁
を
と
ら
な

か
っ
た
人
の
胃
ガ
ン
死
亡
率
を
1
に
し

た
場
合
、

毎
日
と
る
人
0
・
5
8
8

週
単
位
時
々
と
る
人
0
・
6
8
9

日
単
位
で
ま
れ
に
と
る
人
0
・
8
0
8

の
死
亡
率
だ
と
い
う
「
胃
ガ
ン
と
み
そ

汁
摂
取
」
と
の
関
係
を
取
り
あ
げ
た
も

の
で
す
。

こ
の
研
究
者
で
あ
る
国
立
ガ
ン
セ
ン

タ
ー
研
究
所
の
平
山
部
長
は
「
大
豆
に

は
発
ガ
ン
を
促
進
す
る
タ
ン
パ
ク
分
解

酵
素
の
働
き
を
じ
ゃ
ま
す
る
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
い
い
、
ま
た

「
胃
ガ
ン
に
限
ら
ず
ほ
か
の
ガ
ン
や
心

臓
病
、
肝
硬
変
・
胃
カ
イ
ヨ
ウ
に
も
有

効
で
、
発
ガ
ン
抑
制
作
用
の
あ
る
緑
黄

色
野
菜
入
り
の
み
そ
汁
だ
と
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

食
品
か
ら
塩
分
を
減
ら
そ
う
、
と
の

考
え
か
ら
、
み
そ
汁
が
食
卓
か
ら
消
え

て
い
る
家
庭
も
あ
る
と
い
う
こ
の
ご
ろ
、

日
本
に
昔
か
ら
あ
る
み
そ
汁
の
合
理
的

を
兄
を
お
し
が
は
じ
ま
り
そ
う
で
す
。

み
そ
汁
を
考
え
る

町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
、

”
成
人
病
相
談
″
と
し
て
保
健
婦
の
部

落
巡
回
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
　
〝
成
人
病
相
談
″
は
、
脳
卒
中
・

高
血
圧
症
・
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
疾

患
の
発
生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

の
成
人
病
検
診
の
結
果
、
日
常
生
活
に

注
意
の
必
要
な
人
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。

み
そ
汁
と
塩
分

内
容
は
主
と
し
て
「
高
血
圧
と
日
常

生
活
の
心
が
け
」
に
つ
い
て
、
み
そ
汁

の
塩
分
測
定
、
減
塩
食
の
試
食
、
血
圧

測
定
と
個
人
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
な
か
の
、
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

⑳

と
る
塩
分
量
は
反
対

に
多
く
な
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

減
塩
の
結
論
は
「
一

日
に
1
0
吋
フ
以
内
の
塩

分
が
理
想
的
」
と
い

う
点
を
わ
き
ま
え
る

こ
と
で
す
。

7月の保隠行事
乳幼児健康診書

み
そ
汁
の
効
用

礪働57年1月20的

ご．言圭き
■▼J堺■剛歳未満の乳児と削

鍬蒜蜃児
内容二鞄・身体計掛軸の

診察・保健裾樽
母親学超

藍認0分
母子手鶴を持参して下さい○

最
近
の
話
題
に
「
み
そ
汁
は
胃
ガ
ン
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報町府江

橋台の工事が進められています

感
「
・
＝
・
2

0
0
人
が
初
滑
り

鏡
ケ
成
ス
キ
ー
場
開
き

▲現在、白住大橋工事は、

国
道
一
八
一
号
線
と
白
住
の
町
道
久

連
洲
河
崎
線
を
結
ぶ
白
住
大
橋
の
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
過
疎
代
行
事
業
で
昭
和
五
十

六
年
度
か
ら
三
か
年
の
継
続
事
業
と
し

て
施
行
さ
れ
る
も
の
で
、
入
江
か
ら
町

が
白
住
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
町

民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
南
端
に
架
け
ら
れ

ま
す
。
延
長
九
二
二
ハ
㍍
、
幅
員
九
・

二
五
㍍
、
歩
道
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
ま
す
と
町
民
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

っ
を
ぐ
橋
と
し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

自
任
大
橋
工
事
始
ま
る
…

あ
と
一
息
で
工
事
完
成

西
門
坂
線

役
場
前
の
町
道
西
門
坂
線
延
長
七
〇

㍍
の
道
路
改
良
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

完
成
し
ま
す
と
駐
車
場
と
し
て
使
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。

．
畿
▲
ケ
住

、
　
▲
単
、
」

▲デモンストレーションをする南大山スキークラブ員

西
日
本
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
十
二
月

十
三
日
、
鏡
ケ
成
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

場
開
き
が
行
わ
れ
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
幕
を
開
け
あ
し
た
。

こ
の
日
は
、
四
十
彗
ノ
の
積
雪
で
、
雪

を
待
っ
て
い
た
地
元
ス
キ
ー
ヤ
ー
ら
二

百
人
が
、
ゲ
レ
ン
デ
で
今
シ
ー
ズ
ン
の

初
滑
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

町
内
で
は
こ
の
あ
と
、
南
大
山
ス
キ

ー
場
が
十
二
月
二
十
六
日
に
ス
キ
ー
場

開
き
が
行
わ
れ
、
本
格
的
な
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。

▲完成まであと一息‘町道西門坂撥

ト
祝
辞
を
受
け
る
加
藤
夫
妻

0
4
人
が
参
加
し
祝
賀
会

勲
四
等
瑞
宝
章
の
加
藤
さ
ん

こ
の
秋
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ

．
　
れ
た
加
藤
政
吉
虐
（
俣
野
）
の
受
章
祝

賀
会
が
十
二
月
八
日
、
土
井
之
内
会
館

で
開
か
れ
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
各
種

団
体
代
表
者
な
ど
百
四
人
が
参
加
し
、

狐
　
加
藤
さ
ん
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
加
藤
さ
ん
を
囲
ん
で
教
員

生
晴
の
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
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ト
大
き
な
イ
モ
を
か
ざ
す
園
児

楽しいイモ掘り

●　∴∴‾∴∴‾、‥∴・こ
ちが泥だらけになりながら、・大きく育

ったイモを掘り出しました。

これは、「子供たちに土に親しみ、

収穫する喜びを知ってもらおう」と毎

年行っているものです。子供たちは、

両手で土を掘り起こし、土の中からイ

モが顔を出し、大はしゃぎ。イモを掘

ったあとはさっそく　ミふかしイモパー

ティーこ。子供たちは自分たちの掘っ

たイモを、おいしそうに食べました。

江　　府　　町　　報

「よいしょ、よいしょ」遊戯室に元

気を子供たちの声が響く。12日8日、

恒例のモチつきが行われました。

潮児たちはお父さんやお母さんの指

導で順番に「ペックン、ペックン」体

より重そうなキネを使って一生懸命。

つき上がったモチはむ母さんたちにア

ンモチにしてもらい、つきたてのモチ

に舌つづみを打ちました。

ト
重
い
キ
ネ
に
悪
戦
苦
闘

重
い
キ
ネ
に
悪
戦
苦
闘

モ
チ
ッ
キ
大
会
に
歓
声

或或艶感　　　醜短

「
民
謡
愛
好
者
が
、
こ
ん
を
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
は
…
・
や
は
り
日
本
人
の
心

の
ふ
る
さ
と
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。

ハ
ァ
ー
の
一
声
に
日
頃
の
苦
労
も
ふ
っ

と
び
ま
す
」
と
足
立
会
長
。

五
十
五
年
二
月
に
発
足
し
現
在
会
員

は
、
本
部
と
俣
野
支
部
あ
わ
せ
て
二
十
人
。

構
師
は
、
安
来
節
保
存
会
師
範
唄
・
佐

々
木
春
雄
、
三
味
線
・
松
本
忠
義
先
生

の
指
導
に
よ
り
先
人
の
残
し
て
く
れ
た

●

偉
大
を
遺
産
を
、
少
し
で
も
受
け
つ
ご

う
と
懸
命
で
す
。

日
頃
の
練
習
成
果
は
、
町
内
で
の
発

表
会
を
ど
で
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、
．

先
日
、
発
足
以
来
は
じ
め
て
町
外
に
あ

る
日
南
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
慰

問
し
、
お
年
寄
り
た
ち
に
自
慢
の
踊
り

や
の
ど
を
披
露
し
〝
ま
た
来
て
下
さ
い

よ
。
ま
た
釆
ま
す
か
ら
お
元
気
で
長
生

き
し
て
下
さ
い
よ
″
と
大
変
喜
ば
れ
ま

㌔
二

二、㌦

発
足
以
来
初
め
て
町
外
で
の
民
謡
披

露
が
実
現
し
、
ま
す
ま
す
穎
習
に
熟
が

入
っ
て
い
る
民
謡
教
室
「
う
ぐ
い
す
会
」

（
足
立
正
男
会
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

心温まる善意

140万円

共同募金おわる
10月からはじまった赤い羽根共

同募金と12月からはじまった歳末

たすけ合い募金も、奉仕者・町民

みをさんのご理解を頂き総額1．3

94，047円の心温まる善意のお金が

集まりました。

これは、町民生委員協議会の審

議を経て、町内の該当世帯と各福

祉施設に入所中の町出身者にそれ

ぞれをお贈りしました。

直接奉仕下さった方々、心から

協賛いただいた全町の皆さまに心

から厚くお礼を申しあげます。

赤い羽根募金

732，157円
目標額に対して136％

昨年対比289，446円増

歳末たすけ合い募金
661，890円（昨年対比83．657円増）

（内訳）大口募金184，000円

中ロ募金298，000円

小口募金131，730円
特志募金　48，160円

遠藤満枝さん（江尾）
株式会社奥村組

江尾工務店
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＝園児の作品＝
（呵文化祭参加作品の中から）

や∵予㍉■　豪

「いもはり」もちづき　あや（5歳）

二・■●●、

彗！′Tl．
・一

，議　　～

染　一瞥▲ヽ

「乳　牛」　しみず　ひろふみ（4劇

江　　府　　町　　報

薗細腰昏酵
し
た
。「

毎
週
日
曜
日
に
会
員
と
顔
を
会
わ

せ
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。
新
春
か
ら

銭
太
鼓
も
開
講
の
予
定
で
す
」
と
足
立

会
長
は
来
年
に
向
け
て
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。

俳句同人会

わたしもがんばっています

郷
土
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

北
海
道
の
道
東
紋
別
都
遠
軽
町
第

二
十
五
普
通
科
連
隊
で
厳
し
い
自

然
の
中
で
汗
を
涜
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
志
を
立
て
自
衛
隊

に
入
隊
し
て
二
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
入
隊
以
前
は
自
分

れ
る
毎
日
で
し
た
が
今
は
、
規
律

正
し
い
生
活
、
あ
る
い
は
重
迫
撃

砲
手
と
し
て
要
求
さ
れ
る
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
強
い
責
任
感
を
必
要
と

さ
れ
る
訓
練
、
さ
ら
に
同
年
代
の

隊
員
と
の
楽
し
い
営
内
生
括
、
余

暇
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
よ
り
す

自
衛
官
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
に

序．
（実用出身）

に
対
し
て
自
信
も
な
く
将
来
に
対

す
る
目
標
も
な
く
不
安
に
悩
ま
さ

第
一
一
十
五
普
通
科
連
隊

重
迫
中
隊

川
上
弘
文
　
（
2
0
歳
）

っ
か
り
私
の
心
の
不
安
を
解
消
し
、

自
分
の
将
来
に
対
し
て
目
標
を
も

つ
こ
と
に
よ
る
充
実
感
は
、
私
の

心
の
支
柱
と
な
り
自
信
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
北
海
道
を
襲
っ

た
集
中
牽
雨
に
よ
る
災
害
派
遣
で

出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
昼
夜
を
わ
か

た
を
い
作
業
に
疲
れ
は
て
た
中
、

地
元
の
人
々
に
感
謝
さ
れ
た
時
に

は
自
衛
官
と
い
う
職
業
を
通
じ
て

社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
こ
と

に
自
衛
官
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

い
う
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
後
も
私
は
自
衛
官
と
し
て
郷

土
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
ま
す

よ
う
に
ま
す
ま
す
国
防
の
任
務
に

精
進
す
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
で

す
。

ず
っ
と
以
前
に
公
民
館
で
俳
句
の
会

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
っ
き
り
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

江
尾
に
は
”
摘
草
句
会
″
と
い
う
十

数
年
の
歴
史
を
も
つ
俳
句
同
人
会
が
今

も
っ
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町

全
体
の
同
好
者
に
よ
び
か
け
て
発
足
し

た
の
が
”
江
府
町
俳
句
同
人
会
〃
で
す
。

闇
汁
の
い
か
さ
ま
熟
き
大
根
か
な

灯
を
つ
け
て
正
体
見
た
り
盲
汁

湯
気
ど
っ
と
立
ち
て
闇
汁
始
ま
り
し

闇
汁
を
囲
む
暗
さ
に
を
れ
し
か
な

董
開
く
や
昔
話
し
の
盲
汁

等
先
の
ぶ
つ
か
り
合
ふ
て
盲
汁

闇
汁
の
闇
に
慣
れ
た
る
灰
明
り

掬
い
上
ぐ
物
た
め
ら
わ
ず
闇
の
汁

闇
汁
の
笑
い
の
中
に
不
安
あ
り

闇
汁
を
囲
み
若
や
ぐ
納
め
句
座

大
著
に
は
さ
め
ぬ
物
の
盲
汁

箸
先
を
逃
げ
し
物
何
首
汁

柿
掬
い
上
げ
て
い
る
な
り
盲
汁

今
の
と
こ
ろ
二
十
余
名
の
会
員
が
作
句

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

日
頃
何
気
を
く
見
す
ご
し
て
い
る
自

然
に
目
を
向
け
る
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に

四
季
の
表
情
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
自
然
の
移
り
変
り
は
人
の
生
活

に
も
大
き
な
関
り
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

く
ら
し
の
中
で
気
づ
い
た
情
景
、
自
然

の
写
生
を
句
に
ま
と
め
、
多
く
の
お
方

が
同
人
と
し
て
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

今
月
の
例
会
は
”
闇
汁
〟
　
〝
盲
汁
〃

の
席
題
で
、
実
際
に
暗
闇
の
中
で
鍋
を

囲
み
、
選
者
井
上
中
山
香
氏
の
作
句
指

導
を
う
け
ま
し
た
。
（
文
責
加
藤
泉
翠
）

古浜中清坂宮川　門加加　岡　岡井

川　本山水　口　能崎脇藤藤田　田　上

園　多節純理千藤京富泉　美朔　中
滴　　　　　　　　　　　　　　貴　　山

香子子子郎秋枝子郎翠子風香
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一
月
か
ら

外
国
人
も
加
入
を

報丁田府江

イ
ン
ド
シ
ナ
を
ど
か
ら
祖
国
を
離
れ

て
国
外
へ
脱
出
す
る
、
い
わ
ゆ
る
軋
民

が
増
え
、
そ
の
受
け
入
れ
体
制
が
大
き

な
国
際
間
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
も
こ
れ
に
協
力
す
る
た
め
、

難
民
に
対
す
る
待
遇
を
国
際
的
に
定
め

た
粗
民
条
約
（
艶
民
の
地
位
に
関
す
る

条
約
及
び
議
定
書
）
に
加
入
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
条
約
は
社
会
保
障

に
つ
い
て
も
自
国
民
と
同
じ
待
遇
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
の
よ
う
に
日
本

人
で
を
け
れ
ば
加
入
で
き
な
い
と
し
て

い
る
制
度
で
は
、
法
律
を
改
正
し
て
杜

氏
に
加
入
の
途
を
開
く
こ
と
が
必
要
と

在
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
難
民
だ
け
に
加
入
を
認
め

る
の
で
は
、
他
の
日
本
在
住
の
外
国
人

と
の
間
に
公
平
を
欠
く
の
で
、
す
べ
て

の
外
国
人
も
昭
和
五
十
七
年
一
月
か
ら

国
民
年
金
へ
加
入
で
き
る
よ
う
改
め
ら

れ
た
わ
け
で
す
。

齢
年
金
が
通
算
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
を

満
た
す
こ
と
が
で
き

を
い
人
は
、
申
出
に

よ
っ
て
任
意
に
脱
退

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

福
祉
年
金

＝消費者の恵＝

かん詰め等の

製造年月日

拠
出
年
金

今
回
の
法
改
正
は
、
日
本
国
民
と
同

じ
待
遇
を
外
国
人
に
与
え
る
た
め
に
必

要
な
措
置
で
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
を
資
格
期
間
を
短
縮
す
る
を

ど
の
特
別
な
扱
い
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
な
ど
他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
外
国
人

は
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
強
制
加
入

と
を
り
ま
す
が
、
五
十
九
歳
ま
で
に
老

こ
の
た
び
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
老

齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
外
国
人
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
福
祉
年
金
は
二
十
歳
未

満
の
障
害
者
に
は
昭
和
五
十
七
年
一
月

以
降
に
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
二
十
歳
以
上
の
人
は
加

入
後
に
発
し
た
障
害
で
一
定
の
保
険
料

納
付
要
件
を
満
た
し
た
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

母
子
福
祉
年
金
も
拠
出
制
へ
加
入
後

母
子
状
態
と
を
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
町
役
場
町
民
課
国

民
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

か
ん
詰
め
な
ど
の
製
造
年
月
日
の

表
示
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
と
ロ
ー

マ
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
〝
四
ケ

タ
記
号
〃
に
代
わ
っ
て
、
新
し
く
数

字
ば
か
り
の
”
六
ケ
タ
記
号
”
方
式

が
採
用
さ
れ
、
徐
々
に
切
り
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
「
製
造

年
」
が
西
暦
の
下
一
ケ
タ
、
「
月
」

も
一
ケ
タ
、
「
日
」
が
二
ケ
タ
で
表

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
十
月
、
十
一
月
、
十
二

月
の
表
示
は
そ
れ
ぞ
れ
「
0
」
　
「
Y

r
Z
」
と
ア
ル
フ
ァ
ペ
ソ
ト
を
使
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
略
号
の
意

味
を
知
ら
な
い
消
費
者
に
は
分
か
り

に
く
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

食
品
の
製
造
年
月
日
に
無
関
心
を

消
費
者
は
、
ま
ず
い
な
い
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
分
か

り
や
す
い
表
示
方
法
が
望
ま
れ
る
わ

け
で
す
。

六
ケ
タ
の
数
字
に
よ
る
新
し
い
表

示
方
法
は
、
製
造
年
、
月
、
日
と
も

に
二
ケ
タ
で
表
示
し
、
四
ケ
タ
の
場

合
と
違
っ
て
略
号
を
使
う
こ
と
も
な

い
の
で
消
費
者
の
方
に
も
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

製
造
年
は
西
暦
で
も
元
号
で
も
よ

く
西
暦
の
場
合
は
下
二
ケ
タ
を
表
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
昭
和
五
十

五
年
三
月
以
降
、
徐
々
に
六
ケ
タ
表

示
に
移
行
し
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
側

の
機
械
設
備
の
切
り
替
え
を
ど
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

の
間
は
四
ケ
タ
表
示
と
六
ケ
タ
表
示

が
併
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

信
追認璃盟主習

6ケタ表示
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江　　府　　町　　報

園庭錮国囲
電車線に送電開始

自動車の積荷に注意

伯備線、山陰本線（伯者大山・

知井宮間）の電化工事は、昭和57

年夏の完成をめざして順調に進ん

でいます。電車の運転にさきがけ

1月18日から電車線に送電を開始

しますので、次のことにご協力く

ださい。

・踏切を通るときは、自動車の積

載高が、道路交通法に定められた

3．8f；をこえをいようにする。

・電線から火が出たり、電線が切

れて、たれさがったりしていると

きは、手を触れずにすぐもよりの

駅へ連絡する。

（よい子のみなさんへ）

・線路にむかって石をなげない。

・こ線橋から棒や針金をどを線路

内にさげか、。

（米子鉄道管理局）

い
よ
い
よ
大
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
降
雪
量
の
多
い
当
町
に

と
っ
て
交
通
路
の
確
保
は
、
住
民
生
活

の
安
定
と
産
業
振
興
等
に
欠
く
こ
と
が

で
き
を
い
だ
け
で
を
く
、
万
一
の
災
害

に
対
し
て
も
適
切
な
除
雪
態
勢
が
必
要

で
す
。町

で
は
、
今
年
度
の
除
雪
費
に
、
百

工業統計調査に協力を

通商産業省では、12月31日現在

で「昭和56年工業統計調査」を行

います。

この調査は、製造業を営む事業

所を対象に実施されるものです。

調査員が伺いますのでご協力を

お願いします。

提出された調査票は、統計以外

の目的に使用することは絶対あり

ませんので、調査票には在りのま

まをご記入下さい。

スキー学校に多数参加を

スキー学校ジュニア

‾スク‾ルの生徒を募キ
集しています。

申込料は、アルペンスキー5，000

円、クロスカントリー2，000円で、

会場は南大山スキー場です。南大

山スキー学校指導員が、懇切に指

導します。申込みは、町内の各小

中学校又は、甘酒茶屋（℡2131）へ．

路上駐車はやめよう

除雪作業にご協力を

1月20日から

免許証が即日交付

鳥取県の運転免許人口は、今年

中に約24万8千人、1世帯当り1．

5人が免許を保有するという、県

民皆免許時代を迎えようとしてい

ます。

そこで、鳥取県警察では、免許

行政サービスの向上を目的とし、

57年1月20日から次の方には免許

証を運転免許試験場で即日交付を

行うことにしました。

・新しく運転免許を取得される方

・免許証の盗難、紛失などの再交

付で急を要する方

なお、

・運転免許試験場以外で運転免許

試験に合格された方、再交付の申

請をされる方

・更新手続きをされる方

は、従来どおりです。

詳しいことは、運転免許試験場

（℡085837－4111）又は警察署へ

お尋ねください。

▲除雪に活躍中のロータリー車（今年2月粟罵地内で）

十
万
円
を
計
上
し
て
除
雪
態
勢
に
万

全
を
期
し
て
い
ま
す
。

除
雪
は
今
年
も
国
道
を
は
じ
め
と
し

た
県
の
除
雪
路
線
、
町
道
な
ど
の
町
の

除
雪
路
線
と
に
分
け
て
当
た
り
ま
す
が
、

を
に
ぶ
ん
道
路
延
長
が
長
い
上
に
、
除

雪
機
械
、
人
員
に
つ
い
て
も
限
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
み
を
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
瞭
い
し
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
除
雪
中
に
障

害
物
が
あ
っ
た
り
し
て
は
、
作
業
の
遅

れ
は
必
然
で
す
。
と
く
に
次
の
こ
と
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
を
し
な
い

路
上
駐
車
を
し
て
あ
る
た
め
に
除
雪

が
で
き
な
か
っ
た
り
時
間
が
遅
れ
る
、

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
道
路
へ
雪
を
投
げ
を
い

道
路
へ
屋
根
の
雪
を
投
げ
た
り
、
除

雪
機
械
が
か
い
た
雪
を
投
げ
返
し
た
り

す
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

・
危
険
個
所
に
は
目
印
を
つ
け
る

除
雪
作
業
に
は
細
心
の
注
意
で
当
た

り
ま
す
が
、
消
火
栓
や
ブ
ロ
ッ
ク
へ
い
、

小
さ
な
橋
な
ど
は
確
認
で
き
る
よ
う
に

排
雪
す
る
か
、
く
い
を
立
て
赤
い
布
で

注
意
表
示
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
を
だ
れ
等
の
場
所
を
発
見
さ

れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
町
役
場
（
竺
三

二
）
　
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
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尊

命

車

　

　

　

　

齢

人
の
動
き 月

載
せ
命

日
お
誕
生
お
め
で
と
う

土
居

早
瀬

松
本

卜
む
小

奥
‖

・
・
．
〓
り

山
甲
レ

金
丸

仲
嶋

占
丁
磨

小
利
′
」

義
弘

静
杏銅

） 小
江
は

日
野
町
門
谷
か
ら

芥
川
県
小
豆
郡

俣
野
か
ら

柵
原

西
伯
郡
会
見
町
か
ら

㌍
…
洞
門
票
か
ら

洲
河
崎
　
影
山
悪
業

宮
市
原
　
大
倉
玲
子

久
　
遠
　
関
内
　
聖

御
　
机
　
林
　
恵
美

和正孝孝
敏錬士一一

二長　三　∴
女り与　女女

艮
上
止
十町府江

団
こ
め
い
福
を
祈
り
ま
す

下
蚊
屋
宇
田
川
正
吉
7
5
歳
助
二
宅

武
庫
加
藤
昭
男
5
3
歳
雄
一
二
宅

本
四
深
田
藤
二
7
2
歳
善
人
宅

棄
尾
末
次
新
太
郎
7

8
歳
堅
宅

臼
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

描
絹
）
踊
錮
蟻

川
銅
絹
禦
…
絹
下
校
か
ら

開
美
紺
用
）
銅
甥
福
塚
か
ら

絹
み
招
）
描
写
b

錯
加
錮
椚
）
摘
醐
町
本
郷
か
ら

銅
千
銅
描
）
錯
写
り

鰻
眞
謂
）
絹
銅
摘
町

錯
綱
目
）
鏑
相
律
郡

小
椋
　
和
美

小
林
美
和
日
子

岡
川
　
陳
弘

〓
日
　
舞
十

岩
槻
　
謙
一

森
日
豊
志
芙

杉
本
　
準
一

末
次
　
真
理

細
川
　
　
仁

石
目
ひ
づ
る

探
野
　
　
恰

小
椋
　
俊
悪

筒
井
　
千
広

近
澤
　
美
十

加
藤
　
和
彦

佐
々
木
弥
生

谷
日
　
時
和

川
畑
智
恵
子

下
蚊
厘

江
尾
か
ら

‖
ハ
H

愛
媛
県
伊
サ
ー
二
島
市
か
ら

米
十
市
富
益
町

日
日
か
ら

日
野
町
根
雨

宮
市
か
ら

r
L
J
ヒ

日
南
町
霞
か
ら

山
‖
県
防
府
市

F
蚊
叫
か
ら

下
蚊
犀

．
∴
垂
県
安
芸
郡
か
ら

御
机

日
南
町
折
渡
か
ら

久
連

倉
吉
市
福
庭
か
ら

本
　
四
　
深
川
善
人
殿

（
父
藤
一
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て
（
本
人
械
退
院
関
係
）

池
の
内
　
加
藤
　
政
吉
殿

本
‥
一
日
石
　
路
子
殿

尾
上
原
　
福
本
　
英
雄
殿

吉
　
原
　
砂
目
安
詞
美
殿

洲
河
崎
　
佐
々
木
一
男
殿

本
一
中
野
　
説
子
殿

池
の
内
　
藤
原
は
つ
よ
殿

武
　
庫
　
宇
田
川
知
日
良
萱
殿

特
別
寄
付

明
徳
学
園
書
退
部

代
表
　
小
峰
　
繁
殿

西
贅
龍
洞
先
生
色
紙
売
上
代

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

法令◎仮親

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

十
一
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

下
蚊
屋
　
宇
田
川
助
二
殿

（
父
正
吉
梯
ご
逝
去
）

武
　
庫
　
加
藤
雄
三
殿

（
父
昭
男
様
ご
逝
去
）

池
の
内
　
藤
原
忠
文
殿

（
養
父
義
治
様
ご
逝
去
）

⑳

・
善
意
銀
行
受
払
報
告
＝
・
－

L
嘉
－

r

r
二
．
卜
九
ガ
六
T
h
ハ
ト
■
■
．
‖

2
十
．
日
中
寄
付
裾
－

一
卜
二
方
正
千
日
▲

内
訳

快
気
祝
卜
．
・
．
万
m
l

香
典
返
し
七
〃
H

そ
の
他
■
二
〃
丘
千
日

3
．
支
出
御
－

江
府
町
身
体
膵
宜
岩
福
祉
協
会
払
化
し
‥

．
一
．
方
正
千
日
－

4
．
卜
一
月
末
累
計
裾

存
在
十
九
万
六
千
六
十
三
円
‥

弘
法
さ
ん
と
河
童

昔
、
一
旦
の
歩
危
（
現
在
の
国
道
よ

り
一
〇
㍍
く
ら
い
高
い
と
こ
ろ
に
旧
道

の
あ
と
が
見
え
る
）
　
は
、
交
通
の
難
所

で
、
そ
の
上
、
道
の
真
下
の
淵
に
は
、

大
き
な
河
童
が
す
ん
で
い
て
、
こ
こ
を

通
る
人
や
牛
馬
の
足
を
引
い
て
淵
に
落

し
、
そ
の
死
体
す
ら
も
返
さ
を
い
の
で
、

「
か
わ
こ
の
淵
」
と
呼
ば
れ
て
、
村
人

か
ら
大
そ
う
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
こ
こ
を
通
り
か
か
っ
た

弘
法
大
師
さ
ま
は
、
人
々
の
艶
儀
を
哀

れ
に
お
思
い
に
を
り
、
淵
の
上
に
そ
そ

り
立
つ
大
岩
に
、
対
岸
か
ら
筆
を
投
げ

て
　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
　
の
大
文
字
を
墨

黒
々
と
お
書
計
に
な
り
、
法
力
で
河
童

を
引
き
出
し
て
　
「
お
前
の
所
業
は
故
な

き
殺
生
で
許
し
艶
い
が
、
も
し
今
夜
の

う
ち
に
、
お
前
の
力
で
あ
の
岩
の
文
字

を
消
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
神
通
力
を

持
つ
も
の
と
し
て
許
し
て
や
ろ
う
。
し

か
し
明
日
の
夜
明
け
ま
で
に
消
し
去
る訝‾‾‾‾‾‾了至皇室至至竺

ト
目
の
前
を
通
る
車
の
安
全
を
毎
日
祈
る

一
旦
の
弘
法
さ
ん

⑳

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
お
前
は
魔
性

の
者
と
し
て
、
こ
の
淵
に
棲
む
こ
と
は

許
さ
ぬ
」
と
、
戒
律
を
か
け
ら
れ
た
。

河
童
は
お
の
の
い
て
、
そ
の
夜
、
切

り
立
っ
た
大
岩
に
よ
じ
の
ぼ
り
、
岩
の

文
字
を
消
そ
う
と
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
自

分
の
手
の
ひ
ら
で
を
で
て
み
た
が
、
一

向
に
消
え
そ
う
に
な
い
。
そ
こ
で
今
度

は
鋭
い
指
の
爪
で
文
字
の
上
を
引
っ
か

く
と
、
少
し
ず
つ
消
え
る
よ
う
だ
。
「

し
め
た
っ
」
と
ば
か
り
に
、
指
に
力
を

入
れ
、
文
字
を
た
ど
り
な
が
ら
懸
命
に

つ
め
を
走
ら
せ
、
削
り
収
ろ
う
と
し

た
。し

か
し
、
青
み
か
げ
の
一
枚
岩
、
そ

う
易
々
と
は
削
り
取
れ
な
い
、
二
子
一

画
、
墨
の
あ
と
を
残
す
ま
い
と
力
を
振

り
し
ぼ
り
、
一
晩
じ
ゅ
う
大
岩
に
し
が

み
つ
い
て
文
字
の
上
を
描
き
通
し
た
。

爪
は
折
れ
、
肉
も
裂
け
、
し
ま
い
に

は
顔
を
岩
に
押
し
あ
て
て
歯
で
削
る
こ

と
も
し
た
。

最
後
の
文
字
を
削
り
終
る
頃
は
既
に

明
け
方
近
く
、
「
間
に
合
っ
た
」
と
こ

お
ど
り
し
て
削
り
終
え
、
岩
を
離
れ
て

苦
心
の
跡
を
見
上
げ
た
と
た
ん
、
河
童

は
「
ア
ソ
」
と
ば
か
り
に
驚
い
た
。

命
が
け
で
削
り
取
っ
た
は
ず
の
文
字

は
、
逆
に
岩
肌
深
く
彫
り
込
ま
れ
た
形

に
な
り
、
前
よ
り
も
い
っ
そ
う
鮮
や
か

に
　
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
朝
の
光
に
輝

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
っ
き
り
、
河
童
は
こ
の
淵
か
ら

姿
を
消
し
、
人
々
の
難
儀
も
を
く
在
っ

た
。村

人
達
は
、
こ
の
岩
山
に
お
大
師
さ

ん
を
祀
っ
て
そ
の
徳
を
慕
い
、
淵
の
名

も
弘
法
が
淵
と
呼
ぶ
よ
う
に
を
っ
た
と

い
う
。
　
　
　
　
　
（
江
府
町
史
か
ら
）
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